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☆作業日あれこれ
3月の定例作業日は、前日3 11に発生した東/

日本大震災のことで皆の頭の中は一杯、春の陽
射しを素直に楽しもうというにはほど遠い気持
ちでした。自宅
で震災情報のﾃﾚ
ﾋﾞに釘付けにな
っている方が多
かったのか、花
粉症で出てこら

、れなかったのか
それとも遊林会
の活動に魅力が
なくなってきた
のか、当日の参加者は作業日和にも関わらず30
人といつもより少なめです。

観察会は急遽内容を変更したようで、担当の
盆栽お宅は「稲叢(ｲﾅﾑﾗ：刈り取った稲束を積
み上げた物)の火」を知っていますかと始めま
した。戦前から戦後1947年まで国定教科書に記
載されていた話ですので、ｸﾏが小国民(戦前、
銃後を守る子どもの意味で使用された言葉)時
代を過ごされた炭焼名人に目をやると、顔の前
で手を横に振りながら知らんでぇーという表情
ですが、顔が笑っています。安政南海地震津波
の際に紀州有田の庄屋・濱口儀兵衞(ﾔﾏｻ醤油の
基礎を固めた人物)が、高台の自宅から津波の
襲来を予見し稲叢に火を点け暗闇の中を避難す
る村人を高台に誘導した話です。盆栽お宅は教
科書の文章を読み上げ、一同、義兵衞の故事を
改めて確認したわけですが、徐々にわかりつつ
ある三陸海岸などの未曾有の被害の前に重苦し
さが漂うばかりでした。なお義兵衞はその後、
私財を投じて村を守る巨大な堤防を築き、その
後の津波から村を守ったそうです。その後はい
つもの自然観察会に戻り、蕾がふくらみ始めた
ｷｸｻﾞｷｲﾁｹﾞの群落の前で、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ･ｴﾌｪﾒﾗﾙ(春の
はかなき命、別名、春の妖精：春植物)につい
てや、この森で発見された時のことを振られて
話しました。毎年3月中旬に咲くので数日の内
に咲くのでしょうが、こうして自然の移ろいを
楽しめるありがたさに申し訳ない気持ちにもな
ってしまう大震災翌日の観察会でした。

この日の作業ﾒﾆｭｰは7種もありましたが、参
加人数が少なかったため2種を削り、5種類の作
業を実施しました。まずはこの時期恒例のｼｲﾀｹ
菌打ちです。今年は萌芽更新作業により20本の

キッシーお疲れ様でした

高木を伐採したので、ﾎﾀﾞ木に適した枝がそこ
そこ発生しました。このうち適度な太さのもの
を90本選んで地元に提供させていただき、太過
ぎる物や細い物は森に残しました。今回はこう
したﾎﾀﾞ木に菌を打ちました。太いﾎﾀﾞ木は取り
扱いも一苦労ですが、木づちで菌打ちする作業
は子どもたちも得意なので、たくさん打ち込ん
でくれました。

草原広場ではｷ
ｯｼｰがﾘｰﾀﾞｰにな
ってﾀﾗﾉｷを伐採
(！)、ﾘﾔｶｰを引
いて集めていま
す。樹木の伐採
をした後、最初
に生えてくる植
物の代表であるﾀﾗ
ﾉｷは春の山菜の代表でもありますが、ﾀﾗﾉﾒを求
めて侵入する不届き者も多く、森を荒らす一因
ともなります。ﾏﾙ曰く「植生的には残す価値が
ありませんので刈って不法侵入者対策としま
す！」とのことでこの作業となりました。ﾀﾗﾉｷ
は刺がすごいので革の手袋が必需品です。

作業小屋の前では冬の間積雪対策で外してお
いたﾃﾝﾄ生地の庇の設置作業が行われていまし
たが、こちらは職人達の仕事、炭焼名人は焼成
中の炭焼窯の煙を横目に見ながら作業をしきっ
ておられました。なお、名人は炭焼の弟子を募
集中です。そしてｸﾏがﾘｰﾀﾞｰの作業は、先月や
りかけで気になっている細竹退治で、長刀ﾓﾄﾞｷ
を手に森に繰り出しました。最初は、草原広場
の縁にある村人がかつて石を積んで築いた高さ
1 程のｻﾙﾎﾞｳ(字がわかりません)の周囲で生えm
ている細竹を刈ったのですが、刈る程に生えて
いるのが次々に見つかるのでそれなりの作業量
になってしまい、目的地のｹﾔｷの林になかなか
移動できません。後ほどｹﾔｷの林でｷｯｼｰの班と
遭遇しましたが、横に細竹があってもﾀﾗﾉｷだけ
を伐っていくので「遊林会のお役所仕事！」と

。お昼のﾐｰﾃｨﾝｸﾞのお笑いﾈﾀとしてしまいました
お昼は炊き込み御飯に肉じゃが、ﾎﾟﾄﾌ、お浸

し、それにｸﾏが大好きな焼き豆腐の煮物などで
。 、す 被災地の方々の苦労に思いを巡らしながら

食事をいただけることに感謝しての昼食となり
ました。この日はもちろん午後もｷｯﾁﾘと作業を
しました。

森を育てる 活動スタート！「 」

4月27日(水曜日) 週日活動 森の居酒屋は4月6日 午後7時頃～

9時～(遅刻可)4月9日(第2土曜日)
主 催 者 ： 遊 林 会

連絡先（遊林会事務局 ：滋賀県 東近江市 河辺いきものの森 Tel 0748-20-5211 Fax 0748-20-5210）
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朝方はまだまだ寒い日が続いていた第4水曜
日は15人が参加。この日は雪などのためしばら
くできなかった萌芽更新作業をすることにした
のですが、3月も末となり、この時期に伐採し
た切り株から果たしてひこばえが出るのだろう
かとの不安もあります。しかし、既に伐採した
切り株が日陰にならないためにも、思い切って
伐採することにしました。今ｼｰｽﾞﾝの萌芽更新
作業で伐採予定の木は残り3本。いずれも枝張
りの大きい大木です。この日だけで3本処理で
きるだろうかと不安でしたが、顔ぶれはいずれ
もﾍﾞﾃﾗﾝ揃い。ﾁﾙﾎｰﾙを駆使しつつ、予定を上回
って午前中に2本処理できました。この日のお
昼はのﾒｲﾝは春らしくちらし寿司。大きな寿司
桶で鮮やかに彩られたお寿司は、見ているだけ
でもおいしそう。現にみんなおかわりをするお
いしさでした。午後からの作業は残りの1本を
伐採し終え、今ｼｰｽﾞﾝの萌芽更新作業を無事に
終えることができました。伐採した木はｸﾇｷﾞや
ｺﾅﾗなど20本。すべての切り株からひこばえが
出るとは思いませんが、1本でも多くのひこば
えが出るように願っています。

、 。作業を終えた時 まだ少し時間が残りました
その時間で、13年に及ぶ遊林会の里山保全作業
の中でも初めてと言える作業を行いました。そ
れはﾄﾞﾝｸﾞﾘの木の間引きです。これまでは「木
を伐って森を守る」の合い言葉通り、とにかく
繁りすぎた常緑樹や竹を切り、切った後に生え
てきた先駆種やｻｻを刈り続ける作業が中心でし
た。その作業によって自然に生えてきた木々の
うち残したい樹種を残してきたのです。ところ
が最近、残してきた木々が競い合いつつ順調に
生育してきたため生育密度が高くなり、間引く
必要が出てきたのです。今回間引きをした区域
は、遊林会が入る前には竹林に侵略されていた
ﾄﾞﾝｸﾞﾘなどの落葉広葉樹林でした。河辺いきも

、 、のの森が整備される際 生えていた竹を伐採し
数十本のﾄﾞﾝｸﾞﾘの木しか残らなかったところに

。 、ﾄﾞﾝｸﾞﾘの幼樹を補植しました その後2006年に
元からあった高木の萌芽更新を図るためすべて
の高木を伐採しました。あれから5年、補植し
た幼樹や萌芽更新によるひこばえが順調に育
ち、ここはﾄﾞﾝｸﾞﾘのｼﾞｬﾝｸﾞﾙ状態でした。つま
り、これまでの作業で手間をかけて残してきた
樹種ばかりが高密度で生育しているのです。こ
こに生えている指くらいの細い木も、腕くらい
の太い木も、何年もかけてみんなで育ててきた
木たちなのです。それを間引くという作業…正

、 。直 ﾉｺｷﾞﾘを挽くことにためらいを覚えました
しかし、間引かないと共倒れになってしまいま
す 「細いもの、虫が入っているものから優先。
的に切っていきましょう」ということだけ決め
て、みんなで手分けして間引いていきました。
しかしこの日はすぐに終了時間が来たので、続
きは次の活動日に持ち越しすることに 「木を。

伐る」活動に加え 「森を育てる」活動もｽﾀｰﾄ、
した、意味ある日となりました。

☆3月の木ままクラブ
気軽に気ままに木曜日に活動する木ままｸﾗﾌﾞ。
3月は2回の活動を行いました。

人 萌芽更新作業で発生した丸太を薪3/3 9
割り機でひたすら割る作業をしました。

7人 この時期異例の大雪のため作業を3/17
中止する予定が2人お見えになり、春休み子ど
も向けｲﾍﾞﾝﾄのお手伝いをしていただきました
4月は14日、21日が活動日です。

☆河辺いきものの森ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ情報
この時期恒例の人事異動。森に勤務する市職

員は現状のままでした。一方、市の異動命令と
は無関係に遊林会ｽﾀｯﾌの方は変化があります。
今年一年勤務してくれたｷｯｼｰこと岸本君が大学
院に戻り、代わりに別の大学院を修了した篠原
君が新たに加わります。さらに、新しくｽﾀｰﾄさ
せるモリイコ！(緊急雇用創出事業による)で新
たに3名のｽﾀｯﾌを迎えます。ただしこれだけの
数のｽﾀｯﾌがいるのは1年間だけですが、4月から
はﾚﾝｼﾞｬｰﾙｰﾑの人口密度が相当高くなります。
ちなみに遊林会の代表であるｸﾏは3月で定年退
職しましたが、4月からは市の嘱託職員として
引き続き3 に勤務します。F

☆4歳からの森・学・塾「モリイコ！」
上でも触れた という事業は、滋賀モリイコ！

県緊急雇用創出事業を利用して4月より遊林会
が実施予定の事業です。この事業は低年齢の子
どもたちに森の楽しさをたっぷりと体験しても
らうという、全国でもあまり例がない内容にな
ると思います。詳しくは近々ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに情報を
載せますが、概要は次の通りです。

・4歳から小学校3年生の子どもたちが対象
・毎月1回、1日子どもを森で預かり様々な活動
をする中で、森好きの子どもを育てる

この年齢の子どもたちに本格的な活動を展開す
るのは遊林会にとっては初めてのことです。今
この企画や準備がものすごく大変ですが、小さ
な子どもたちが四季を通じて森で様々な活動を
し、成長していく様子を見るのを楽しみにがん
ばります。

☆4月の作業は…
4月の作業日は地域のお祭りのため毎回人手

不足です。特に昼食班はﾋﾟﾝﾁ！それでも新しい
春を迎える気持ちの良い森の中、集まったﾒﾝﾊﾞ
ｰでできることをしましょう。

容器やコップは数に限りがあります。食器の持
参をお願いします！
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